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サイトカインの免疫賦活効果を利用した 

新たな乳房炎治療技術の開発 
 

乳房炎は酪農生産現場に甚大な経済的被害を与える重大疾病です。一般的に乳房炎の治療

には抗生剤が使用されてきましたが、薬剤耐性菌の出現が危惧されることから、これに替わ

る次世代の治療技術の開発が広く求められています。そこで我々は、免疫調節機能を持つタ

ンパク質であるサイトカインに注目し、その乳房炎治療効果について検証してきました。こ

れまで、２種類の組換えウシサイトカイン（顆粒球マクロファージコロニー刺激因子

（rbGM-CSF）、インターロイキン８（rbIL-８））の罹患乳房内への投与で、良好な治療効果が得

られています。現在、サイトカインを用いた新たな乳房炎治療薬の実用化に取り組んでいます。 

 

☆ 技術の概要 

乳房炎の簡易診断基準である California Mastitis test（CMT）変法で乳房炎と診断された

ホルスタイン牛を治療対象としました。対照液（５mL）を乳房内に投与して 7 日間観察し

た後、rbGM-CSF（400g/５mL）あるいは rbIL-8（１mg/５mL）を乳房内投与しました。

それらのサイトカイン投与後 14 日間の経過観察の結果、いずれのサイトカインも CMT スコ

アを低減させました（図１）。投与前の CMT スコアを 1 として投与後のスコアを比較したと

ころ、rbGM-CSF が rbIL-8 よりも良い治療効果を示しました（表１）。 

  

図 1. 対照液あるいはサイトカイン投与後の CMT スコアの          

変化（CMT スコアが高いほど、乳房炎の症状が強い） 

 

☆ 活用面での留意点 

乳房炎罹患牛に対するサイトカインを用いる治療は有望ですが、その効果には個体差がみ

られました。治療の費用対効果を高めるためには、投与前にサイトカインによる治療効果が

現れやすい牛を選別する技術が必要と考えられます。 

詳細については、動物衛生研究所情報広報課（電話 029-838-7708）までお問合せください。 

（（独）農研機構・動物衛生研究所・寒地酪農衛生研究領域 菊佳男） 
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対照液 サイトカイン

rbGM-CSF 2.00 ±0.37 0.83 ±0.40 0.39 ± 0.18

rbIL-８ 2.22 ±0.28 1.22 ±0.40 0.48 ± 0.17

対照液 2.00 ±0.20 2.05 ±0.18 1.10 ± 0.08

*rbGM-CSF及びrbIL-８については投与後14日のスコアを示し、対照液
については投与後７日のスコアを示す。

表１．サイトカイン投与前および投与後効果判定時のCMTスコアなら
びにその比率

投与物質

CMTスコア
投与前スコアを１とした
時の投与後スコア

投与前 投与後*


